

















を侃び、その会員は多 くは会館 ・公所の董事からな りギル ドの機能を存 していた。指導層の内、
官僚の地位を保有する者が七割強を占め紳商であった。上海商務総会の構成者は一幣一行が代表










この外、「南北各市各行業に就き各商董(商 工業団体の役員)二 人を推挙 して入会させ、名は
議員という。」各 「行業」すなわち同業同郷者組合の代表を取 り込んで構成 した ことが判明す
る。その上層部の総理であ り総董 も兼ねたのが厳信厚で、源豊潤銀号、通久源紗廠(紡績工場)
等に投資 し、中国通商銀行総董を兼任 し、候補道員の官職の地位を保有 していた。所属行幕
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(同業同郷者組合)は歴史 と勢力を誇る寧波幣の四明公所である。副総理二名の一人周晋錬は




を持っていた。他の総董四名の うち、唐悉臣は、上海内地自来水(水 道)公 司、恰和紗廠等に
投資 し、恰和洋行買辮を兼ねた。広東出身者の大幕である広肇公所41)所属である。総董梁鉦
堂は、永泰源茶桟(倉 庫兼問屋業)に 投資 し、徽幣(安 徽幣)茶 桟業の領袖であった。総董陳
潤夫は、天潤祥票号(為 替、預金、貸付を主とする金融機関)、宝善斎、南洋官書局に投資 し、











　 「上海総商会史』によると、上海商業会議公所は二重の指導機構を有 してお り、一つは五名
の総董が構成す る権力機構で、「権力は総董に帰す」といわれ、 これは官営の商局、商所の組
織体制を従来の しきた りのままに従 うものである。もう一つは一名の総理、二名の副総理、十
三名の議員が構成する辮事(事 務)機 構で、これはおそらく国外の商会のでき上がった例を参





数を限定せず、問題が生ずれば会議に参与 したが、 しか しや り方の決定権はなかった。45)
　総理兼総董の厳信厚自身が候補道員、副総理二名が各々候補知県、湖北候補道であ り、その















承辮機器軍器業、営造業(建 造 ・建築)、阜豊麺粉公司、華興麺粉公司、造紙廠、花業(綿 業)
公所(2名)、豆米公所(2名)、木商会館(2名)、商船会館(2名)、各行装載行(2名)、
山東会館、参薬業(朝 鮮人参、2名)、福建湖幣(2名)、海味業、蜀商(四 川商人)公 所、江




銭業、絲業、茶業、五金洋貨業であ り、それが反映されている。 しか しこのほか軋花廠(綿 繰
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排斥 した。ただ商会は、年に少な くとも会費12両の銀を寄付する会友身分を承認 したが、会友
は商務について討論 し、冤罪を訴え、商業法規を尋ね聞き、議董(評 議員)の選挙に参与する
等の権利があったが、しか し選挙 されて議董になる資格はなか った。48)会友は商会の指導層に
は入れなかったのである。
　1904年の第一期上海商務総会の組織構成に関 しては、統計によれぽ、171名の商会会員中、


























の紳商巨商を網羅 して、立案 した章程 ・規定(「上海商務総会施行仮細則」73条)は頗 る精密
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清末民初、上海の会館 ・公所と商会
だが、 しか し商会としての実態を欠 き、「目下の状態は商会 として行動するにあらず して、各
幕各行其便に従 うて各々総会に集合討議 し全 く自由の行動をな し、殆んど章程に準拠する所あ
るを見ず」、よって当会が現時点で実行 しつつある事柄は 「単に商人に代 りて起訴交渉をな し
又は商事に関する稟申(上 申)を上憲(上 官)に 取次 ぐ等のことあるに過 ぎず、すなわち一言
に して之を蔽えば(商 業知識の啓発、開通および商学の研究に基づ く商業の発達等を謳 った)
現今七十三条の条文は大半死文の状態にあ りと云 うべ し」と論評 している。52)上海商務総会は
全商工業者を組織 した経済改革を 目標に掲げたが、現実は個々の商事紛糾の調停と官との事務
連絡にほとんど限られていたようである。



























　生糸業界では、土続(手 繰 りの生糸)輸 出を経営 し仕入、仲買 ・仲介貿易を行な う生糸商人
で、湖州商人の上海に居住する者が、「同業の情を連合 して異郷でのよしみをあつ くす る」た
め、絲業会館(湖 州会館とも称 した)を 組織 した。生糸商人が経営する生糸問屋、生糸問屋兼
倉庫業は、最初から対外貿易と相関係 し、資本主義経済の運行の軌道に入ったとは理論上いえ

















恒続廠(製 糸工場)を 開設 し、買辮、生糸商人、製糸工場主を一身に集めた資本家になった。
類似の人物にはさらに、上海に相ついで恒豊続号(生 糸問屋)と 振論治記緕廠を開設 しかつ洋
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行に雇われていた沈聯芳、同じく上海に黄紳記締号と紳記紐廠、鼎源紐廠を開設 した黄?臣 、
上海に成順泰絲棧(生 糸問屋兼倉庫業)と 瑞論縣廠を開設 しかつまた洋行に雇われていた呉少
卿、上海で洋行買辮を担任 し、一軒の大型の縣号を経営 したのちにまた乾康綜廠を創設 した顧
敬斎など、彼 らは一般にみな上海締業会館で董事を担任 し、「締業界の中では一定の新機軸を
出す、改革的精神を備えた人物」とい う見方がある。絲廠経営者が主体とな り、紐業会館から
分離 して、江蘇と漸江等の繭業公所と連合 して絲廠繭業総公所を発起 し、機械製生糸の輸出を









して 「佳電(九 日付けの電報)」を発 して、 日本が青島を強引に占拠 した事実を黙認 して、侵
略側の 日本が希望する日本との直接交渉を行お うとした。会員の中からも 「佳電」が使節を日













月の改選でようや く新興の指導者に代わった。 しか しそれ以前に十一回の選挙を経たが、事が
らが複雑で入 り組んだ紳商指導体制は、いまだいささかも動揺することはなかった。毎回、期
が換わるたびに、だいたい三分の一前後の議董(会 董　　原注)が選挙で退き、そ してべつの
一群の紳商が代って上がっていき、回 り灯籠のように循環 し回転 した。名義上は 「以って労苦
と安逸を均 しくする」ためであるが、実際は紳商階層内部の権力の分配のバランスを保つため
であった。「佳電」事件を経過 して総商会を改組す る世論の声も日増 しに強烈にな り、1920年
の改選の際、42歳の著名な綿紡工業資本家最雲台(其 悉)が 上海総商会会長に当選 し、旧式銭
荘改革の精神に富む銭荘の経理、上海銭業公会会長秦潤卿(祖 澤)が 副会長に当選 した。最雲
台は、彼が恒豊紡織新局を引き継ぎ主管 した後、す ぐにその父の世代の紳商たちの役所式にや
る企業とはっきり異なる価値観念と経営のや り方を表現 した。早 くも1912年に、当時30歳を過
ぎたばか りで、最雲台は工商部顧問に迎えられ、民国の創立はまさに実業振興のよい機会だと
捉え、「実業救国」の主張 と工場管理の経験に基づ く一篇の文章を公に し、工場設立を発起す
る宗旨を宣伝 した。この中で紡績工場が毎年40万両余 り、織布工場が毎年24万両余 りの利潤、
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綿繰 り工場を加えて年に利潤70万両近 くを獲得できると指摘 し、工場の設立を促 した。また西
方の 「科学管理法」の精髄を最も会得 していた綿紡工業資本家の穆繭初は、その経営するい く
つかの紗廠のなかで、科学的に労働者を計算することと機械のつ りあいのとれた動きを通 して、
生産の定額を制定 し、生産効率を引き上げ、剰余価値を増殖させた。同時に綿密な経済的見積




ず)彼 らの意見は尊重されず受け入れられず、そ して 「衆に雷同せず冷静である」とい う孤立




当時の市場条件を以って変化 し、あるいは政府のある一つの経済政策の刺激を受け、 しぼ しぼ
短期の経済行為のあ りさまを呈 した。甚だ しきは工廠経営、公司経営を一種の投機の対象とし






寧波籍の大商人葉澄衷は五金輸入の経営で家を興 し、上海に前後 して五軒の行桟(倉 庫兼仲介






(江蘇省)、常州(江 蘇省)と 日本の長崎などの地に十余軒の支店を増設 し、さらに経営する






いる。周舜卿と同じく原籍が無錫の祝大椿は、上海に開設 した源昌行の経営を通 して石炭 ・鉄






















ね大寧波幕 としての者が多数を制 している。民国十一年(1922年)、改革を志 していた銭業公






















の公所、企業に対 し近代的運営を行 う努力はできても孤立分散 していて、この趨勢を拡大 して
旧来の会館 ・公所の領導者が左右する総商会の体質を根底から変えるにはまだ力が及ぼなかっ
たのである。1920年8月の改選は近代企業家が頭角を現す契機とな り、これ以後、総商会とし









寧波幣17名(49%)、寧波幣を除 く漸江諸幣9名 、江蘇幕8名 、広東幣1名 、特別会董におい













































　　て、第二章の 「宗旨」第二条で、「同業を聯絡 し智識を啓発 し以って商智を開通す」、第三条 「商業を
　　調査し商学を研究 して商部の諮詞に備え衆を会して討論 し以て商業の発達を期す」等を掲げてお り、
　　その他、例えば第十二章 「権利」第五十八条に 「本会会員の権限」として 「商務を調査 し随時法を設
　　けて改正す」、「随時会章を改正 し又各組合店舗に代 りて旧則を改正す」とあ り、また同第五十九条に
　　 「会友の利益」として 「商務の利益を討論 し意見を陳述 して採択に備 う」など改革的な条文がみられ
　　る。しか し他方で 「規定する所頗る細密を極むと難総会の辮事章程及 日々の執務に関しては未だ規定
　　する所あらず」と、形式的であって実務的でない点も指摘されている。




















　　年)国 民政府が民間商工団体を統制するため新たに工商同業公会法を発布 し改組を命 じたので、本会
　　も亦これに遵い、民国二十二年(1933年)に上海市銭業公会章程を作 り、上海市銭業同業公会と為し、
　　 「各会員 より執行委員十五名を選挙 した」。 このように同業公会の選挙制度の面は民主化されたとも






　　査などに、「ギル ド的結束を不可欠 としたため」、「会館 ・公所の精神を くんで作 った」のであった
　　 (根岸佶『 上海のギル ド』東京、 日本評論社、昭和26年、全412頁。105、109、120-122頁)。公会の
　　背後には会館 ・公所の機能、存在そのものが残存していたことを窺わせる。全国的にみても同業公会








　　四年(1925年)に存在するもの百四十一行に達した(根 岸倍r上 海のギル ド』142頁)。企業形態にお
　　いても、銭荘と同じく伝統的な 「合股」の形態(親 戚、知人間の資金の持ち寄 り)が株式会社組織で




　　 r復印報刊資料 ・中国近代史』2007年第5期(原 載はr中 国社会科学』北京、2007年1月)があるが、
　　章程、規則、意見書の面か らの分析が中心であ り、現実の同郷幣の影響力については言及していない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (りんば ら ・ふみこ　 外国語学部教授)
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